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 国際ロータリー 第 2780地区 第９グループ 

湯河原ロータリークラブ 週 報 
 

 
202３年１月２０日（金） 第２９０５回例会 形式：対面 天候：晴れ 

合唱：奉仕の理想 
 

会 長 青木 義美  幹 事 室伏 学 

事務所：神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 566 湯河原温泉観光協会 

TEL 0465(64)1234  FAX 0465(63)1716 例会場：ニューウェルシティ湯河原 例会日：毎週金曜日 12:30～13:30 

今年は司馬遼太郎生誕１００周年

だそうです、彼は５７０冊ほどの本を書

いているそうですが、人気ナンバー１

は何と言っても「坂の上の雲」だそう

です。昨年から私も全８冊を読み直し

ていますが、現在ロシアとウクライナ

が戦争をやっていますが、そんな意味ではとてもタイムリーな

小説だと思ってます。もちろん題材は１２０年前の日露戦争で

すが、全く１２０年たってもロシアというのは変わらない体質だ

と思います。当時だって日本との国力の差は比ではありませ

んでしたが、日本の国民の総力戦と外交情報戦で勝利出来

たものだと思ってます。私もロータリーでお世話になっている

現在、皆さんから沢山の情報を頂き、仕事やプライベートにも

役立たせて頂いてます、情報の大切さは１００年たっても同じ

なんだと痛感しながら、あと２冊で完読ですが頑張って読んで

います。余談ではありますが、私の父は中国大陸でソ連と戦っ

ておりました。彼らは日本人の持っている時計が大好きで、捕

虜になると必ず時計を取り上げて、動かなくなると壊れたと言

って次の時計を奪う、と言ってました。ネジを巻くのを知らない

奴らだと軽蔑してました。又捕虜の数も数えられず、５人以上

いると６人も１０人もわからないから隠れていても大丈夫だ、と

言ってました。皆農家から駆り集めた兵隊ばかりで構成されて

いるのが原因だそうですが、あまり今と変わらないような気も

します。 

最後になりますが、丸塚 IM 実行委員が長く準備を重ねて

きたＩM・合同例会が、来週２５日水曜日に開催されます。後程

丸塚会員より当日の細かい説明があると思いますが、とりあ

えず天気は大丈夫そうなので予定通り実行出来そうです。 

又２７日金曜日は安江会員の結婚お祝い会と、皆様にはご

散財をおかけして申し訳ありませんが、どうぞご協力宜しくお

願い致します。 

 

幹事報告 なし 

 

連絡事項 

1．１月２５日（水）は第９グループ IM・合同例会です。１４時湯

河原駅集合・出発ですので遅れないようご参集ください。 

2．２月の例会は、３日、１０日、１７日、２４日の通常例会です。 

出席報告 

 

会員 2３ 名 出席率 ８５．７１ ％ 

欠席 ５ 名 前回の修正出席率 ８０．９５ ％ 

（免除者  ２ 名） 前々回の修正出席率 ７１．４３ ％ 

ゲスト ０ 名 事前メークアップ ０ 名 

ビジター ２ 名    

 

ビジター 島村盛晶様（地区職業奉仕委員・寒川ＲＣ） 

 角山俊夫様（地区職業奉仕委員・箱根ＲＣ） 

 

スマイル Box 

 

会員誕生日 西山敦君（１／２７） 

結婚記念日 室伏学君（１／２１） 

ご夫人誕生日 石田浩二君（幸様・１／１９） 

島村盛晶君（地区職業奉仕委員・寒川ＲＣ） 

本日は卓話の機会をいただき誠にありがとうございます。よ

ろしくお願い申し上げます。 

渡辺久恭君 

島村盛晶様、角山俊夫様本日はようこそお越しくださいまし

た。島村様卓話宜しくお願い致します。 

高杉尚男君 

１月１８日、さがみ信用金庫信和会にて市川團十郎襲名記念

観劇バス旅行で東京へ行って来ました。ロータリーの会員や

従業員等にも参加頂き、ありがとうございました。 

石田浩二君 

１月１１日、フォレストグループ全体会を万葉荘にて開催いた

しました。 

常盤孝司君 

新年早々、家族が新型コロナ感染し遂には私が１月９日に陽

性となり、火曜日まで隔離されていました。高熱は出ませんで

したが、頭痛、のどの痛み、鼻炎、咳、臭覚、味覚にはびっくり

でした。散々ではありましたが、薬屋でよかったとつくづく思っ

た次第です。インフルエンザも流行してますので、皆様もお気

を付けください。 

 

会長挨拶 
 

青木 義美 
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葉維英君 

三年ぶりに日中公友会の新年会を開催しました。約５０名の日

中の友人が参加されまして楽しい交流が出来ました。友情に

国境がなく、交流活動を通じて日中友好に少しでも貢献したい

です。 

安江仁孝君 

冬の沖縄に行って参りました。湯河原と同じくらい寒かったで

すがＡＮＡ片道７０００円セールによっておトクに往復できました。 

第９回米山功労クラブ感謝状を頂いたので全員でスマイル。 

 

卓話  渡辺 久恭 君 

代講 地区職業奉仕委員  島村 盛晶 様 

 

皆様こんにちは。地区職業

奉仕委員の島村です。所属は

寒川 RC、入会５年目となりま

す。本日はロータリーの金看

板「職業奉仕」についての卓

話を行わせていただきます。 

 

・職業奉仕の歴史と変遷 

２０世紀初頭、社会秩序や

治安が乱れ、ビジネスでのトラ

ブルも日常のことであったアメ

リカ・シカゴの街において、1905 年、ポール・ハリスによって

「親睦」と「実業互恵」を目的としたロータリーが誕生しました。

ロータリーにおける職業奉仕の黎明は１９１１年、職業奉仕の

父とも言える人物：アーサー・シェルドンが、奉仕を用いた販売

哲学をロータリーに持ち込んだことに端を発します。販売学の

大家であったシェルドンの販売学理論によれば、「商取引とい

うものは、売手買手の双方に満足なくして成り立つものではな

い」「長期的に商売を成立させるためには、売手と買手の間に

信用と呼ばれる信頼関係が確立されることが眼目であって、

長期的に安定した利潤をあげることは、この信用確立という精

神的境地の確立と表裏一体の関係にある」ということを述べ

ています。さらにシェルドンは、持続して繁栄し発展しているい

くつかの企業に共通して見られる特徴を「サービス」と名づけ、

サービスこそが「企業の永続的発展と成功を保証する唯一の

方法である」と提唱しました。同年の第２回全米ロータリー連

合会において「経営の科学とは奉仕の科学のことを言う、すな

わち“奉仕に徹する者に最大の利益あり”」というシェルドンの

標語が発表され、大会決議委員長ジェイムズ・ピンカムは、こ

れをロータリー宣言に加えるべきだと提案し、標語はロータリ

ーの世界に取り入れられました。このときのシェルドンらの努力

によって、ロータリー活動の基本は自身の職業を通しての奉仕

である、というロータリーの根本原理が定着しました。 

職業奉仕は、ロータリアン一人一人が、例会に出席して、他

の会員との交流・親睦を通してモラルを高め、日常の生活では

自分の職業に真剣に取り組み、社員はもとより、仕入先や顧客

など、周囲の人達のモラルを向上させて、業界の手本となり、

その業界のモラルを向上させていくことなのです。クラブの会

員一人一人が、それそれぞれの業界を受け持って、職業奉仕

の活動を続けていけば、やがては社会全体のモラルが高まっ

ていくことになるのです。 

そして翌年、現在の「ロータリーの目的」(旧・ロータリーの綱

領)が制定されました。職業奉仕は「目的」の第２項（職業上の

高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認

識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高

潔なものにすること）を土台としており、ロータリアンは「職業上

の高い倫理基準」「役立つ仕事はすべて価値あるものという

認識」「社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を

高潔なものとすること」を奨励し、育むことが求められています。 

さらに１９３２年、シカゴのロータリアンであったハーバード・テ

イラーによって「四つのテスト」が考案されました。テイラーは、

大不況の中で破産の危機にある会社を救って欲しいと要請さ

れますが、会社再生には同業者にはない「何か」を育成しなけ

ればならない、彼はその「何か」に職業奉仕を選んだのでした。

つまりその育成の指針として、会社の従業員が使える倫理上

の尺度になる項目として作られたのが「四つのテスト」でありま

した。その後１９４５年、RI 理事会はロータリーにも四つのテス

トを取り入れることを決定し、２００４年の規定審議会において

「四つのテスト」を明記した決議を行なっています。現在の職業

奉仕は、2016 年の規定審議会によって採択された条文に記

されています。  

 

・職業奉仕とは（ロータリークラブ定款 第６条２） 

 職業奉仕は、事業および専門職務の道徳的水準を高め、あ

らゆる職業に携わる中で奉仕の理念を実践していくという

目的を持つものである。会員の役割には、ロータリーの理念

にしたがって自分自身を律し事業を行うこと、そして事故の

職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てるために、クラ

ブが開発したプロジェクトに応えることが含まれる。 

 

・職業奉仕の実践例について 

最後に職業奉仕の実践例として、一昨年行われた「令和の

寺子屋プロジェクト」を紹介します。京都南RCが企画したプロ

ジェクトで、京都市の小学生 24 人を対象に各界のプロフェッ

ショナルな方々が授業を行うという内容でした。生物学者や演

出家、タレントの方を講師に招き、学校教育ではできない貴重

な体験ができるというプロジェクトでした。このプロジェクトは、

京都南 RC の会員の職業スキルを活かした活動もさることな

がら、ロータリーの会員の枠組みを超え、プロジェクトに賛同し

た人達の協力も得て実現しています。言わばロータリーの親

睦の輪が広がり、奉仕プロジェクトとして実施されている好例

と言えます。 

 本日はありがとうございました。 

 

 （文・編集：石川浩子（１月会報担当）／クラブ会報委員会）




